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農研機構 果樹茶業研究部門ニュース

最新の研究成果をわかりやすく楽しく解説
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• スマートに果物を召し上がれ（スマクダのすすめ）
品種育成研究領域長 別所英男

■ カチャカチャ TIPS
フェロモントラップって何？

隔月刊

• 天敵微生物を利用した害虫防除研究について
リンゴ病害虫ユニット長 柳沼勝彦

• 外来害虫「クビアカツヤカミキリ」を封じ込めろ！
虫害ユニット長 三代浩二

果樹を害虫から守る

■ 巻頭言

サナギタケが感染したブナ
アオシャチホコの蛹
（天敵微生物の代表例）

■ 特集記事



ス
マ
ー
ト
に
果
物
を
召
し
上
が
れ

（
ス
マ
ク
ダ
の
す
す
め
）

巻
頭
言

日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
も
の
の

一
つ
に
果
物
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
リ
ン
ゴ
の
「
ふ
じ
」
は
、

農
研
機
構
に
お
い
て
昭
和

14
年
に

交
配
し
て
育
成
し
た
品
種
で
す
が
、

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
リ

ン
ゴ
生
産
国
で
栽
培
が
行
わ
れ
、

今
で
は
世
界
で
一
番
生
産
量
の
多

い
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
品
種
改
良
が
リ
ン
ゴ
産

業
の
革
新
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た

栽
培
技
術
に
よ
り
日
本
の
果
物
の

美
し
さ
や
品
質
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
あ
り
、
農
産
物
輸
出
の
主
要
品

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

篤
農
家
や
研
究
機
関
が
不
断
の
努

力
や
工
夫
を
重
ね
、
芸
術
的
と
も

言
わ
れ
る
剪
定
等
の
栽
培
技
術
が

確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

別
所
英
男

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
日
本
の

果
物
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一
方
、
我
が
国
の
果
樹
農
業
は
、

こ
の
よ
う
な
高
い
技
術
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
生
鮮
果
実
の
消
費

量
は
減
る
傾
向
に
あ
り
、
１
人
当

た
り
の
果
実
摂
取
量
は
１
日
あ
た

り
１
０
５
ｇ
に
留
ま
っ
て
お
り
、

目
標
で
あ
る
２
０
０
ｇ
の
半
分
程

度
で
す
。
単
身
世
帯
や
共
働
き
世

帯
の
増
加
等
に
よ
り
、
食
の
外
部

化
や
個
食
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
よ
り
手
軽
に
果
物
を
摂

取
で
き
る
果
実
加
工
品
の
開
発
や

外
食
・
中
食
産
業
に
お
け
る
果
実

利
用
の
拡
大
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
全

体
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
規
格
外

の
果
実
が
ジ
ュ
ー
ス
等
の
加
工
原

よ
り
手
軽
に
果
物
を
！

加
工
品
の
需
要
拡
大
は
重
要
な

テ
ー
マ

写真１ ジューススタンド
での販売風景

写真２ カットリンゴの自動販売機

（
写
真
２
）
、
コ
ン
ビ
ニ
ス
イ
ー
ツ

な
ど
付
加
価
値
の
高
い
国
産
果
実
を

使
っ
た
加
工
品
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

安
い
外
国
産
の
果
実
加
工
品
に
対
抗

し
て
、
こ
の
よ
う
な
商
品
の
需
要
を

拡
大
す
る
た
め
に
は
、
付
加
価
値
を

高
め
既
存
品
と
の
差
別
化
を
図
れ
る

品
種
の
利
用
が
有
効
で
す
。

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

加
工
用
果
実
の
取
引
価
格
は
生
果

と
し
て
集
荷
す
る
場
合
に
比
べ
て

極
端
に
低
い
た
め
、
加
工
専
用
栽

培
は
経
営
的
に
成
り
立
た
な
い
と

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
近
は
、
ジ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド

（
写
真
１
）
、
カ
ッ
ト
リ
ン
ゴ
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果
実
加
工
品
に
適
し
た
品
種
が

続
々
と
誕
生

農
研
機
構
で
は
、
加
工
用
果
樹

品
種
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
レ
モ
ン
「
璃
の
果
」
は
果

肉
割
合
が
高
く
、
酸
味
が
ま
ろ
や

か
で
、
果
汁
製
品
や
ス
イ
ー
ツ

（
写
真
３
）
と
し
て
の
利
用
が
期

待
さ
れ
る
ほ
か
、
カ
ボ
ス
様
の
ス

パ
イ
シ
ー
な
香
り
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
和
食
で
の
利
用
も

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
メ
「
露

茜
」
は
、
果
皮
と
果
肉
が
鮮
や
か

な
紅
色
と
な
り
、
梅
酒
や
梅

ジ
ュ
ー
ス
、
梅
ジ
ャ
ム
に
す
る
と

真
っ
赤
な
特
徴
の
あ
る
加
工
製
品

が
で
き
ま
す
。
ク
リ
「
ぽ
ろ
た

ん
」
は
傷
を
付
け
て
加
熱
を
す
る

と
渋
皮
ま
で
き
れ
い
に
取
れ
る
渋

皮
剥
皮
性
を
も
ち
注
目
さ
れ
て
お

り
（
写
真
４
）
、
そ
の
特
徴
を
活

写真３ レモン品種「璃の香」を
使ったケーキ

（「璃の香」レシピ集へ）

写真４ 渋皮が簡単にむけるニホングリ品種「ぽろたん」の焼きグリ（「ぽろたん」レシピ集へ）
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別所英男
品種育成研究領域長

今までにリンゴの育種・栽培、ワイン用ブドウ
の育種（山梨県）などの研究を行ってきました。
新品種開発で果樹産業を元気づけ，消費者の皆様
においしい果物をお届けするために、育種研究の
推進や新品種の普及活動などを積極的に行ってい
ます。最近は加工・業務用果実の需要拡大を目指
して、実需者との連携も図っています。

今
後
、
実
需
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
工
用
途
に
応

じ
て
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な
果

物
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
安
定
供
給

で
き
る
省
力
的
な
生
産
方
式
を
確

立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

果
樹
で
は
担
い
手
不
足
が
深
刻
で

す
が
、
機
械
化
作
業
に
適
し
た
樹

形
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
収
穫
な
ど

夢
の
あ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
現

し
、
新
規
就
農
者
を
増
や
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消

費
場
面
で
は
、
家
庭
で
皮
を
剥
い

て
果
物
を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
に
フ

レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
や
カ
ッ
ト
フ

ル
ー
ツ
な
ど
果
実
加
工
品
の
形
で
、

簡
便
か
つ
ス
マ
ー
ト
に
果
物
を
摂

取
す
る
「
ス
マ
ク
ダ
」
を
楽
し
ん

で
頂
き
た
い
で
す
ね
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
省
力
的
な

生
産
方
式
を
確
立
す
る

スムージー

様々な食べ方でフルーツを楽しみましょう！

フルーツタルト

か
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
産
地

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
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特
集
記
事

果
樹
を
害
虫
か
ら
守
る



天
敵
微
生
物
を
利
用
し
た
害
虫
防
除
研
究
に
つ
い
て

柳
沼
勝
彦

天
敵
微
生
物
の
代
表
例
は

「
冬
虫
夏
草
」

天
敵
微
生
物
と
は
、
簡
単
に
い

え
ば
害
虫
を
や
っ
つ
け
て
く
れ
る

微
生
物
（
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
糸

状
菌
、
線
虫
等
）
の
こ
と
で
す
。

人
に
感
染
病
が
あ
る
よ
う
に
昆
虫

に
も
様
々
な
感
染
病
が
あ
り
ま
す
。

病
気
に
な
っ
た
昆
虫
を
見
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
冬
虫
夏
草
」
と
い
う
言
葉
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

狭
義
で
は
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治

区
な
ど
に
発
生
す
る
コ
ウ
モ
リ
ガ

の
一
種
の
幼
虫
か
ら
発
生
し
た
き

の
こ
だ
け
を
指
し
ま
す
が
、
広
義

で
は
「
病
死
し
た
昆
虫
か
ら
発
生

し
た
き
の
こ
」
の
こ
と
で
す
。
日

本
で
最
も
有
名
な
冬
虫
夏
草
は
サ

ナ
ギ
タ
ケ（
図
１
）
で
、
ブ
ナ
の

害
虫
ブ
ナ
ア
オ
シ
ャ
チ
ホ
コ
（
蛾

の
一
種
）
が
大
発
生
し
た
翌
年
の

夏
に
サ
ナ
ギ
タ
ケ
が
大
発
生
し
ま

す
。
ま
さ
に
天
敵
微
生
物
の
代
表

例
で
す
。

図１ サナギタケ（ブナ
アオシャチホコ蛹）

害
虫
に
対
し
て
病
原
力
が
強
い
微
生
物
を
選
抜
し
、
こ
れ
を
製
剤
化
し
て
害
虫
防
除
に
利
用
し
た
も
の
が
天
敵
微

生
物
製
剤
で
す
。
有
機
栽
培
や
天
敵
を
活
用
し
た
減
農
薬
栽
培
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
果
樹
害
虫
に
関
係

す
る
天
敵
微
生
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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天
敵
微
生
物
製
剤
は
安
全
性

が
高
い

こ
れ
ま
で
様
々
な
昆
虫
か
ら
多

く
の
天
敵
微
生
物
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
防
除
対
象

害
虫
に
対
し
て
病
原
力
が
強
い
微

生
物
が
選
抜
さ
れ
、
製
剤
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
敵
微
生
物
製
剤
の

特
長
と
し
て
、
人
を
含
む
哺
乳
動

物
や
有
用
な
天
敵
（
昆
虫
や
カ
ブ

リ
ダ
ニ
類
）
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の

訪
花
昆
虫
に
安
全
性
が
高
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

化
学
農
薬
を
「
使
い
た
く
な
い
」

あ
る
い
は
「
使
え
な
い
」
、
有
機

栽
培
や
天
敵
を
活
用
し
た
減
農
薬

栽
培
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、

果
樹
害
虫
に
関
係
す
る
天
敵
微
生

物
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

天
敵
ウ
イ
ル
ス
製
剤

天
敵
ウ
イ
ル
ス
製
剤
と
し
て
果
樹

や
茶
の
害
虫
で
あ
る
ハ
マ
キ
ム
シ
類

（
チ
ャ
ハ
マ
キ
、
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ

ン
ハ
マ
キ
、
リ
ン
ゴ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ

マ
キ
）
の
顆
粒
病
ウ
イ
ル
ス
（
商
品

名
ハ
マ
キ
天
敵
）
が
２
０
０
３
年
に

農
薬
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

製
剤
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

リ
ン
ゴ
等
の
大
害
虫
で
あ
る
モ
モ
シ

ン
ク
イ
ガ
の
顆
粒
病
ウ
イ
ル
ス
（
図

２
）
が
あ
り
ま
す
。

図２ 果粒病ウイルスに感染し
たモモシンクイガ幼虫（体液が
乳白色になる）

天
敵
細
菌
製
剤

（
バ
チ
ル
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
シ
ス
）
が
１
９
８
１
年
に
農
薬

登
録
さ
れ
て
お
り
、
リ
ン
ゴ
園
で

は
受
粉
に
必
要
な
ミ
ツ
バ
チ
な
ど

の
訪
花
昆
虫
の
活
動
を
制
限
す
る

こ
と
な
く
、
ハ
マ
キ
ム
シ
類
や
ケ

ム
シ
類
だ
け
を
効
果
的
に
防
除
す

る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

天
敵
細
菌
製
剤
と
し
て
Ｂ
Ｔ
剤
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天
敵
糸
状
菌
製
剤

天
敵
糸
状
菌
製
剤
と
し
て
ボ
ー

ベ
リ
ア
・
ブ
ロ
ン
ニ
ア
テ
ィ
（
商

品
名
バ
イ
オ
リ
サ
・
カ
ミ
キ
リ
）

が
１
９
９
５
年
に
農
薬
登
録
さ
れ
、

カ
ン
キ
ツ
の
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

（
図
３
）や
イ
チ
ジ
ク
の
キ
ボ
シ
カ

ミ
キ
リ
の
成
虫
の
防
除
剤
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
製
剤
化

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
モ
モ
シ

ン
ク
イ
ガ
に
対
し
て
病
原
力
が
強
い

赤
き
ょ
う
病
菌（
図
４
）お
よ
び
ツ

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
タ
ケ（
図
５
）
、
ク

図３ ボーベリア・ブロンニアティに感染したゴ
マダラカミキリ

図４ 赤きょう病菌（モモシンクイ
ガに対して病原力が強い）

図５ ツクツクボウシタケ（モモシ
ンクイガに対して病原力が強い）
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リ
シ
ギ
ゾ
ウ
ム
シ
や
モ
モ
チ
ョ
ッ

キ
リ
ゾ
ウ
ム
シ
に
対
し
て
病
原
力

が
強
い
メ
タ
リ
ジ
ウ
ム
菌
（
図

６
）
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
カ
キ
の
害
虫
で
あ

柳沼勝彦
リンゴ研究領域リンゴ病害虫ユニット長

天敵糸状菌の多くは土壌に生息している
ため、全国各地の土壌を採集し、菌を分
離してきました。最近はリンゴの有機栽
培や輸出促進関連事業の対応に忙しく、
天敵糸状菌に接する時間がありませんが、
夏の休日には冬虫夏草探しの山歩きと秘
湯巡りを楽しんでいます。

る
カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
密

度
が
高
ま
る
と
、
ボ
ー
ベ
リ
ア
・
バ

シ
ア
ー
ナ
が
天
敵
微
生
物
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
場
面
が
各
地
で
観
察
さ

れ
て
い
ま
す（
図
７
）。

図７ ボーベリア・バシアーナに感染した
カキクダアザミウマ
(赤矢印は感染虫、黄矢印は健全虫）

図６ メタリジウム菌に感染したクリシギゾ
ウムシ幼虫
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特
集
記
事

果
樹
を
害
虫
か
ら
守
る



外
来
害
虫「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」を

封
じ
込
め
ろ
！

三
代
浩
二

図1 クビアカツヤカミキリ雌成虫

-9-

以
前
は
果
樹
の
害
虫
で

「
ク
ビ
ア
カ
」
と
言
え
ば

ブ
ド
ウ
の
ク
ビ
ア
カ
ス
カ

シ
バ
の
こ
と
を
指
す
の
が

定
番
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
２
、
３
年
の
間
に
そ

の
地
位
が
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
ま
し
た
。



ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
と
は

中
国
大
陸
原
産
の
ジ
ャ
コ
ウ
カ

ミ
キ
リ
科
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
、

学
名
を
ア
ロ
ミ
ア
・
ブ
ン
ギ
と
い

い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
首

（
正
確
に
は
胸
部
）
が
赤
く
体
は

つ
や
つ
や
し
た
黒
色
で
す
。
体
長
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多
数
の
幼
虫
が
食
入
し
た
樹
は
枯

死
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
は
「
桜
並
木
が
危
な

い
！
花
見
が
で
き
な
く
な
る
！
」

と
い
っ
た
報
道
も
多
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
虫
の
被
害

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
サ
ク

ラ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部

表１．クビアカツヤカミキリ特殊報

■：特殊報が発表された都府県

公
式
に
は
２
０
１
２
年
に
愛
知
県

で
初
め
て
成
虫
が
確
認
さ
れ
、
翌
年

に
は
埼
玉
県
草
加
市
で
も
サ
ク
ラ
で

の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
年
々

生
息
域
は
拡
大
し
て
お
り
、
現
在
は

７
都
府
県
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
果
樹
で
は
、
こ
れ
ま
で
愛
知

県
や
徳
島
県
な
ど
１
都
１
府
５
県
で

モ
モ
や
ウ
メ
な
ど
の
バ
ラ
科
果
樹
に

つ
い
て
、
新
た
な
病
害
虫
を
発
見
し

た
場
合
な
ど
に
発
っ
せ
ら
れ
る
発
生

予
察
情
報
の
「
特
殊
報
」
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

我
が
国
へ
の
侵
入
と
発
生

は
30
～

40
㎜
く
ら
い
の
比
較
的

大
型
の
昆
虫
で
す
（
前
ペ
ー
ジ
図

１
）
。
外
見
の
美
し
さ
か
ら
、
一

部
マ
ニ
ア
の
間
で
は
非
常
に
人
気

の
あ
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
し
た
。

こ
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は
幼
虫
が

サ
ク
ラ
や
モ
モ
、
ウ
メ
な
ど
の
バ

ラ
科
植
物
の
幹
を
激
し
く
食
害
し
、

で
す
が
、
モ
モ
や
ウ
メ
の
産
地
も

大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
原
産

地
で
の
寄
主
に
は
ナ
シ
や
カ
キ
の

記
載
が
あ
る
た
め
、
他
へ
の
被
害

拡
大
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
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特
定
外
来
生
物
指
定

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
２

０
１
８
年
１
月
に
環
境
省
の※

特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
る
と

飼
育
、
保
管
及
び
運
搬
す
る
こ
と

が
原
則
禁
止
さ
れ
ま
す
。
販
売
も

禁
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
逃
げ

出
さ
な
い
よ
う
に
適
正
に
管
理
す

る
施
設
に
お
い
て
研
究
目
的
で
飼

育
す
る
な
ど
、
特
別
な
場
合
に
は

飼
育
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

被
害
の
様
子

うどん状フラス

おがくず状フラス

幼
虫
に
樹
体
内
を
激
し
く
食
害

さ
れ
る
と
そ
の
樹
は
枯
死
し
ま
す
。

幼
虫
は
２
年
間
か
そ
れ
以
上
の
期

間
を
樹
体
内
で
過
ご
し
ま
す
。
２

年
目
の
幼
虫
は
驚
く
ほ
ど
大
量
の

フ
ラ
ス
（
糞
と
木
く
ず
が
混
ざ
っ

た
も
の
）
を
排
出
し
ま
す
（
図

２
）
。
フ
ラ
ス
は
細
い
う
ど
ん
状

の
も
の
か
ら
お
が
く
ず
状
の
も
の

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
モ
モ
で
は
本
種
の
寄
生
に

よ
り
生
産
性
の
高
い
成
木
が
枯
死

す
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ
て
お
り
、

産
地
で
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い

ま
す
。
発
生
し
て
い
る
自
治
体
や

隣
接
し
て
い
る
府
県
等
で
は
早
期

図２ クビアカツヤカミキリによる樹木の食害
の様子
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※

特
定
外
来
生
物
：
外
来
生
物
（
海
外

起
源
の
外
来
種
）
で
あ
っ
て
、
生
態
系
、

人
の
生
命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
被

害
を
及
ぼ
す
も
の
、
又
は
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
の
中
か
ら
指
定
さ
れ
ま

す
。
特
定
外
来
生
物
は
、
生
き
て
い
る

も
の
に
限
ら
れ
、
個
体
だ
け
で
は
な
く
、

卵
、
種
子
、
器
官
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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ま
た
、
枯
死
あ
る
い
は
樹
勢
が
弱
っ

た
樹
は
伐
採
・
抜
根
し
ま
す
が
、
樹

体
や
根
に
は
幼
虫
が
残
っ
て
い
る
の

で
焼
却
す
る
等
適
切
に
処
置
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

発
見
・
拡
散
防
止
（
封
じ
込
め
）

を
念
頭
に
注
意
喚
起
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。防

除
対
策

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
虫
の
防

除
に
使
用
で
き
る
薬
剤
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
果
樹
で
は
成
虫

に
対
し
て
は
糸
状
菌
製
剤
の
ボ
ー

ベ
リ
ア
・
ブ
ロ
ン
ニ
ア
テ
ィ
剤

（
商
品
名
：
バ
イ
オ
リ
サ
・
カ
ミ

キ
リ
）
、
幼
虫
に
対
し
て
は
フ
ェ

ン
プ
ロ
パ
ト
リ
ン
エ
ア
ゾ
ル
（
商

品
名
：
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ト
、
ベ
ニ
カ

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
エ
ア
ゾ
ー
ル
）
が

使
用
で
き
ま
す
。
今
後
、
使
用
で

き
る
殺
虫
剤
は
増
え
る
見
込
み
で

す
。
農
薬
散
布
以
外
の
対
策
と
し

て
は
、
フ
ラ
ス
が
出
て
い
る
樹
は

幹
に
網
を
か
け
て
成
虫
の
拡
散
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
（
図
３
）
。

果
樹
茶
業
研
究
部
門
で
の

取
り
組
み

今
年
度
、
「
サ
ク
ラ
・
モ
モ
・

ウ
メ
等
バ
ラ
科
樹
木
を
加
害
す
る

外
来
種
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

防
除
法
の
開
発
」
と
い
う
研
究
課

題
が
農
林
水
産
省
の
イ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
強
化
推
進
事
業
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
研
究
は
、
森
林
総
研

が
代
表
機
関
と
な
っ
て
農
研
機
構
や

日
本
大
学
な
ど
が
連
携
し
、
４
年
間

の
計
画
で
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
生
態
解
明
か
ら
防
除
技
術
の
開

発
ま
で
行
い
ま
す
。

図３ 網掛け（モモ）
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三代浩二
生産・流通研究領域 虫害ユニット長

ここ数年は生物多様性や輸出検疫関係の課題
を担当するようになり、農地の生物多様性の評
価や検疫事業の取りまとめを通じて行政部局と
仕事をする機会が増えました。仕事相手が虫か
ら人になりました。強敵です。年に数回、農水
省の担当者に同行して外国との検疫協議に参加
する機会もありますが、そんなときは果物の輸
出に貢献できるようがんばろうと思っています。
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公
園
や
並
木
の
サ
ク
ラ
、
庭
の
ウ

メ
な
ど
、
バ
ラ
科
の
樹
木
を
見
か
け

た
ら
フ
ラ
ス
が
出
て
い
な
い
か
、
株

元
を
見
て
下
さ
い
。
多
く
の
目
で
確

認
す
る
こ
と
で
早
期
発
見
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
フ
ラ
ス
は
６
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
排
出
が
多
く
、
見
つ
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
や
し

い
と
思
っ
た
ら
お
住
ま
い
の
都
道
府

県
の
病
害
虫
防
除
所
や
農
業
関
係
の

試
験
研
究
機
関
、
市
町
村
の
自
然
環

境
関
係
の
窓
口
な
ど
に
ご
連
絡
下
さ

い
。 み

な
さ
ま
へ
の
お
願
い
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の
形
成
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
フ
ェ

ロ
モ
ン
を
指
し
ま
す
。

害
虫
の
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
や
集
合

フ
ェ
ロ
モ
ン
を
使
っ
た
ト
ラ
ッ
プ
は

写
真
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ト
ラ
ッ

プ
の
大
き
さ
や
形
状
は
、
害
虫
の
種

類
や
設
置
場
所
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

が
、
基
本
的
な
構
成
は
同
じ
で
、
害

虫
を
誘
引
す
る
部
品
（
例
え
ば
人
工

【質問】フェロモントラップって何？
（果物とお茶の質問コーナー）

【回答】企画管理部 企画連携室 企画チーム長 屋良佳緒利

カチャカチャ

【
回
答
】

フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
と
は
、

文
字
通
り
「
フ
ェ
ロ
モ
ン
」
を

使
っ
た
「
ト
ラ
ッ
プ
」
の
こ
と
で

す
。
ト
ラ
ッ
プ
は
罠
（
わ
な
）
で

す
ね
。
で
は
フ
ェ
ロ
モ
ン
は
？
辞

書
・
事
典
な
ど
で
は
「
動
物
の
体

内
で
作
ら
れ
、
体
外
へ
分
泌
、
放

出
さ
れ
る
も
の
で
、
同
種
の
他
の

個
体
の
行
動
や
生
理
状
態
に
影
響

を
引
き
起
こ
す
活
性
物
質
（
有
機

化
合
物
）
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
農
業
で
フ
ェ
ロ

モ
ン
と
い
え
ば
、
主
に
害
虫
の
性

フ
ェ
ロ
モ
ン
と
集
合
フ
ェ
ロ
モ
ン

を
指
し
ま
す
。
で
は
性
フ
ェ
ロ
モ

ン
と
は
？
こ
れ
は
交
尾
な
ど
の
生

殖
に
か
か
わ
る
行
動
に
関
与
し
て

い
る
フ
ェ
ロ
モ
ン
で
、
多
く
の
場

合
は
雌
が
出
し
、
雄
を
誘
引
し
ま

す
。
そ
し
て
集
合
フ
ェ
ロ
モ
ン
は
、

雄
・
雌
ど
ち
ら
も
出
し
て
、
集
団

ま
せ
ん
。
捕
獲
さ
れ
た
数
を
定
期
的

に
数
え
る
こ
と
で
、
害
虫
の
発
生
時

期
や
発
生
量
を
把
握
す
る
た
め
で
す

（
専
門
的
に
は
、
発
生
予
察
と
言
い

ま
す
）
。
こ
の
よ
う
な
情
報
が
手
に

入
れ
ば
、
農
薬
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

散
布
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
害
虫

を
防
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。

果樹園に設置されたフェロモントラップ
の例

彩り・潤い・安らぎ、そして健康を、果物・お茶とともに Fruit & Tea Times No.9 August 2018
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合
成
し
た
フ
ェ
ロ
モ
ン
が

し
み
込
ん
だ
ゴ
ム
キ
ャ
ッ

プ
）
と
誘
引
し
た
害
虫
を

捕
獲
す
る
部
品
（
例
え
ば

粘
着
板
）
か
ら
出
来
て
い

ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
っ

て
誘
引
出
来
る
よ
う
に

フ
ェ
ロ
モ
ン
が
少
し
ず
つ

放
出
さ
れ
る
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト

ラ
ッ
プ
で
害
虫
を
捕
獲
す

る
の
は
、
害
虫
を
抹
殺
・

撲
滅
す
る
た
め
で
は
あ
り



【推薦入試】
高等学校長等の推薦に基づき、所定の選考を経て研修生として
受け入れます。

1. 試験等
出願期間 平成30年7月2日(月曜日)から平成30年10月5日(金曜日)

(必着)まで
試 験日 平成30年11月1日(木曜日)
試験科目 小論文（800字以内程度）及び面接

2. 定 員
落葉果樹研修・常緑果樹研修コースそれぞれ１５名、
茶業研修コース２０名 （一般入試合格者を含む）

3. 合格発表 平成30年11月9日(金曜日)

ご 案 内

茶園管理実習

【一般入試】（前期・後期）
１. 試験等

出願期間
前期試験 平成30年11月12日(月)から平成30年12月14日(金)(必着)まで
後期試験 平成31年 1月17日(木)から平成31年 2月15日(金)(必着)まで

試験日 前期試験 平成31年 1月 9日（水）
後期試験 平成31年 3月 4日（金）

詳しくは下記の農研機構サイトをご確認ください。
http://www.naro.affrc.go.jp/nifts/contents/noug
i_kensyu/index.html

お問合せ：農研機構果樹茶業研究部門
養成研修課 TEL: 029-838-6455

モモの収穫実習

試験科目 ① 筆記試験
・落葉果樹研修・常緑果樹研修コース

必須科目・・・・国語
選択科目・・・・ 生物(基礎)叉は農業(果樹)

・茶業研修コース
必須科目・・・・ 国語(小論文を含む)及び数学（Ⅰ及びＡ）
選択科目・・・・ 生物（基礎）叉は化学（基礎）

② 面接試験
2. 定 員

落葉果樹研修・常緑果樹研修コース
それぞれ１５名、茶業研修コース２０名

（推薦入試合格者を含む）
３. 合格発表 前期試験は平成31年1月16日（水）、

後期試験は平成31年3月11日（月）

■農業技術研修生（落葉果樹研修、常緑果樹研修、茶業研修コース）の募集
果樹農業や茶業の担い手として地域の指導者となる人材の育成をめざし、各コースで落葉果樹・常緑果樹・

茶業に関する理論と実践的な技術を果樹茶業研究部門の研究員が教えます。（研修期間２年）
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野生のタマムシを最初で最後に見たのは、学生時
代に海辺でキャンプをしていたときのことでした。
テント脇の木に留まり、太陽の光を受けてきらきら
と輝いていました。
金属光沢を放つ赤と緑のしま模様は、色素による

のではなく、表面を覆ういくつもの薄い膜で反射し
た光が、干渉し合って生み出される「構造色」と呼
ばれるものなのだそうです。北アメリカ南部から南
アメリカ大陸に生息するモルフォチョウの翅も美し
く輝いて見えますが、これも「構造色」によるとの
ことです。これらの虫たちは、光り輝くことによっ
て、捕食者である鳥を威嚇して、身を守っていると
考えられています。
最近、「構造色」を利用した顔料が開発され、こ

れで塗装したスポーツカーが発売されたという記事
をみました。人類もやっと虫たちのハイテクに追い
ついたというところなのでしょうか。地球上に生息
する昆虫の種類は、知られているだけで100万種、
実際にはその数倍もいるとのことです。光り輝く虫
たちの華麗な衣装は、その繁栄を支える技術力？を
象徴しているのかも。

ヨッシー

編集後記

ヤマトタマムシ

編集・発行：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構果樹茶業研究部門
事 務 局：企画管理部 企画連携室 TEL 029-838 -6447
住 所：〒 305-8605 茨城県つくば市藤本 2 −1     
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モルフォチョウ

彩り・潤い・安らぎ、そして健康を、果物・お茶とともに Fruit & Tea Times No.9 August 2018
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	　野生のタマムシを最初で最後に見たのは、学生時代に海辺でキャンプをしていたときのことでした。テント脇の木に留まり、太陽の光を受けてきらきらと輝いていました。�　金属光沢を放つ赤と緑のしま模様は、色素によるのではなく、表面を覆ういくつもの薄い膜で反射した光が、干渉し合って生み出される「構造色」と呼ばれるものなのだそうです。北アメリカ南部から南アメリカ大陸に生息するモルフォチョウの翅も美しく輝いて見えますが、これも「構造色」によるとのことです。これらの虫たちは、光り輝くことによって、捕食者である鳥を威嚇して、身を守っていると考えられています。�　最近、「構造色」を利用した顔料が開発され、これで塗装したスポーツカーが発売されたという記事をみました。人類もやっと虫たちのハイテクに追いついたというところなのでしょうか。地球上に生息する昆虫の種類は、知られているだけで100万種、実際にはその数倍もいるとのことです。光り輝く虫たちの華麗な衣装は、その繁栄を支える技術力？を象徴しているのかも。　　　　　　　　　　　　　　　　　�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨッシー

